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コロナ対策と熱中症予防
熱中症を防ぐためにマスクの着脱を工夫し健康を守りましょう。

高齢になっても、認知症になっても

屋外で人と2ｍ以上（十分な距離）離れているときはマスクをはずしましょう。

※マスクの着用時は・・・

厚生労働省・環境省 熱中症対策リーフレットより



地域包括支援センターは、高齢者の総合相談窓口です。
ご自身やご家族のこと、近隣の方のことでのお悩みや疑問、相談ごとがありましたら、
お気軽にお問い合わせください。

長崎市大浦地域包括支援センター
電話 818-8311

〒850－0922 長崎市相生町1－17 メゾンド田中202号

北大浦地区地域ケア推進会議で作成された

『高齢者見守りシート』を使って住みよい

町を目指しましょう。高齢者見守りシート

は大浦地域包括支援センターで配布中です。

一部抜粋

みなさんのまわりに困っている方はいませ

んか？声をかけあって、いつまでも安心し

て暮らせる地域を目指していきましょう。

体調不良かな?
□顔色が悪く、具合が悪そう

□急に痩せてきた

□足元がふらついている、

歩くペースが遅くなった

□訪問時に応答がない

□最近見かけなくなった、

家に閉じこもっている

□ポストに郵便物が溜まっている

□通院が途切れている

□カーテンが開いていない、電気がつけ

っぱなし、又は夜になってもついていない

□洗濯物が干しっぱなし、

又は干されていない

高齢になっても、認知症になっても

安心して暮らせる町を目指そう！

厚生労働省・環境省 熱中症対策リーフレットより

地震や台風、豪雨などの災害が起きた時に自力で避難することが難しい高齢者は、

日頃から災害に対する心構えや備えをしておくことが重要です。

再度、自身の避難場所や防災グッズの見直しを行いましょう。

令和3年5月20日から

警戒レベル4 避難指示で必ず避難
となっております。

避難先は市が指定する避難所だけでは

ありません。安全な親戚・知人宅やホテ

ル・旅館などに避難することも考えましょう。

ご家族や友人と話し合って

私の(マイ)避難所を考えておきましょう。


